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粉
末
ガ
ラ
ス

෧ண用ガラス͸௿ೈԽ఺ガラスค຤ͱಛघͳηラϛοΫค຤Λϒレϯυ͠
ͨ΋のͰ͢ɻガラスค຤ͱηラϛοΫค຤の૊Έ߹ΘͤͱϒレϯυൺΛม
͑Δ͜ͱʹΑΓɺछʑの෧ணԹ౓ͱ熱๲ு܎数ʹରԠͰ͖·͢ɻ

Ξルϛφ（๲ு܎数͕໿��̫ �����,）の%*1΍2'1ʹ͸-4�����͕޿
%.ΕΔਫথৼಈ子用の4·޷用͞Ε͍ͯ·͢ɻ·ͨಛʹ௿Թ෧ண͕࢖͘
パοέーδʹ͸෧ணԹ౓͕��� $˃の-4�����4͕࢖用͞Ε·͢ɻ
௿๲ுηラϛοΫスの஠ԽΞルϛ（๲ு܎数͕໿��ʷ�����,）ͳͲ
ʹ͸-4�����4͕࢖用͞Ε·͢ɻ
γϦίϯ（๲ு܎数͕໿��ʷ�����,）ʹ ͸-4�����΍#'�����͕
用͞Ε·͢ɻ࢖

◉特性
適用
特性�ガラスίード
封着温度
༠電཰
tan Ў
熱膨張܎数
転移点
軟化点
密度
体ੵ఍߅཰ LoH Л
熱఻ಋ཰
ൺ熱

৭調

૊成ܥ

LS-2010
435
12�5
34
65

313
400
5�67
12�4
1�45
0�41

20ˋ)2SO4,70 $˃,1Nin NH�DN2

10ˋ)2SO4,20 $˃,10Nin NH�DN2

10ˋ)$l,    20 $˃,10Nin NH�DN2

10ˋ)/O3, 20 $˃,10Nin NH�DN2

0��
0�5
1�9
120
৭׊

LS-1401S
3�0
45�0
3�

71�1

25�
355
7�02
6�2

0�9�
0�34

�
�
�
�
ࠇ

LS-3051S
430
16
41
51

303
390
5�95
12�7
1�24
0�3�

LS-1301
450
45�5
60
41

315
390
6�77
12�0
0��4
0�35

1�1
0�9
2�7
120
ࠇ

0�1
0�1
0�5
123
ࠇ

BF-0901
560
11�1
19

49�2

430
52�
4�69
13�3
1�47
0�46

�
�
�
�
྘

 $˃
1.)[,25 $˃ 
1.)[,25 $˃ 1̫0�4 
 30ʙ250 $˃ 1̫0�7�,
 $˃
 $˃
 1̫03LH�N3

150 $˃ Њ・DN
 8�N・,
 1̫03+�LH・,
 

஠化アルミ、ムライト、シリίン

耐ࢎ性

アルミφ

#i2O3・̗ 2̤ 3

（ෳ߹ܥ）
PCO・#2O3

（ෳ߹ܥ）

1ˎɿ熱膨張܎数は測定ൣғ30ʙ200ˆ
2ˎɿ熱膨張܎数は測定ൣғ30ʙ300ˆ

。以֎の特性、Ԗフリー品について΋ご相ஊくださいه্

Ref.  No. 2410-18

低温封着用粉末ガラス①
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なお、ώーターブロックの場߹、ブロック表面温度は固着
温度より΋30ʙ50ˆ高く設定し、保࣋時間は1ʙ2分が適
当である。

ʦ�ʧ෧ண
ۭ気中または஠ૉ中で行い、封着温度（T）で໿10分間保
࣋する。

◉使用例
ʦ�ʧҹ࡮ͱס૩（-4�����4͸আ͘）

粉末ガラスにビークルを加え、े 分にࠞ࿅してϖースト
を作る。ビークルは低分子ྔのアクリル樹脂をターピ
ネオールに5ˋ༹ղさせた΋のが適当である。ҹ࡮用ス
クリーンは、ステンレス製（80ʙ100メッシϡ）を使用し、ס
૩は120ˆで10ʙ20分間行う。ඞཁなృ膜ްになるまで
ҹ࡮とס૩をくりฦす。

ʦ�ʧԾম੒
Ծ焼成はృ膜中の樹脂を除ڈするためにۭ気中またはࢎ
ૉ中で行う。アクリル樹脂の分ղ、೩焼は320ʙ380ˆで
なので、この温度ൣғではঢ温଎度をΏる΍かൃ׆΋࠷
にする。ピーク温度で໿10分間保࣋する。

LS-1401S

LS-2010

LS-3051S

LS-1301

BF-0901

T1（ $˃）

250

320

310

310

350

T2（ $˃）

350

390

3�0

400

530

LS-2010

LS-3051S

LS-1301

T（ $˃）

435

430

450

ガラスίード

ガラスίード

LS-1401S

LS-2010

LS-3051S

LS-1301

BF-0901

ガラスίード T（ $˃）

3�0

435

430

450

560

時間

温
度

7ʙ10 $˃�分

50ʙ100 $˃�分

4 $˃�分

T2

T1

10分

時間

温
度

10分

20ʙ40 $˃�分

50ʙ100 $˃�分

T

時間
温

度

50ʙ100 $˃�分

50ʙ100 $˃�分

5ʙ7分
T

ʦ�ʧϦーυݻண
ۭ気中で行い、固着温度（T）で5ʙ7分間保࣋する。
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Ref.  No. 2410-19

低温封着用粉末ガラス②

粉
末
ガ
ラ
ス

෧ண用ガラス͸௿ೈԽ఺ガラスค຤ͱಛघͳηラϛοΫค຤Λϒレϯυ
ͨ͠΋のͰ͢ɻガラスค຤ͱηラϛοΫค຤の૊Έ߹ΘͤͱϒレϯυൺΛ
ม͑Δ͜ͱʹΑΓɺछʑの෧ணԹ౓ͱ熱๲ு܎数ʹରԠͰ͖·͢ɻ

�ɽෳ߹ܥ
● ୹時間で各छガラスج板΍ۚଐとの封着、઀着がՄ能です。

�ɽ݁ থੑ
● 結晶性ガラスは軟化流動したガラス中に結晶が成長し固化する΋の  
　です。
。熱加工時での形状維࣋がՄ能です࠶ ●

特性 � ガラスίード LS-3075 LS-3081 LS-0118 LS-0206 LS-7105 BF-0606

封着温度 ˆ 450 410 430 450 450 4�5

熱膨張܎数 30 ʙ 250ˆ ʷ 10�7�, 36�5 74 72�5 72 �5� 73�

密度 ʷ 103LH�N3 6�91 6��9 7�05 6��2 6�37 6�05

転移点 ˆ 300 300 317 325 ʕ 365

屈伏点 ˆ 330 320 337 353 ʕ 393

軟化点 ˆ ʕ 365 390 410 400 450

体ੵ఍߅཰ LoH Л 150ˆ ЊŋDN 10�� 12�2 11�2 13�2 10�4 12�0

৭調 ࠇ ࠇ ࠇ ࠇ ࠇ ྘

૊成ܥ PCOŋ#2O3	 ෳ߹ܥ 
 PCOŋ#2O3	 ෳ߹ܥ 
 PCOŋ;nOŋ#2O3	 結晶性 
 #i2O3ŋ#2O3	ෳ߹ܥ


適用 無アルカリガラス ιーμ板ガラス、50 ߹ۚ、426 ߹ۚ

ˎ熱膨張܎数は測定ൣғ30ʙ300ˆ
。以֎の特性、Ԗフリー品について΋ご相ஊくださいه্

特性
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◉使用例
ʦ�ʧҹ࡮ͱס૩

粉末ガラスにビークルを加え、े 分にࠞ࿅してϖースト
を作る。ビークルはアクリル樹脂をターピネオールに5
ˋ༹ղさせた΋のが適当である。
ҹ࡮用スクリーンは、ステンレス製（80ʙ100メッシϡ）を
使用し、ס૩は120ˆで10ʙ20分間行う。

ʦ�ʧԾম੒
Ծ焼成は、ృ膜中の樹脂を除ڈするためにۭ気中または
࠷ૉ中で行う。バインμの分ղ・೩焼は320ʙ380ˆでࢎ
΋ൃ׆なので、この温度ൣғではঢ温଎度をΏる΍かに
する。ピーク温度（T2）で໿10分間保࣋する。

ʦ�ʧ෧ண
封着はৗѹのۭ気中または஠ૉ中で行う。

ʦਤ1ʧԾ焼成プロファイル

ʦਤ2ʧ封着プロファイル

時間

温
度

10分

5ʙ10 $˃�分

5ʙ50 $˃�分

T2

T1 4 $˃�分

時間

温
度

T
t

5ʙ50 $˃�分

5ʙ20 $˃�分

ガラスίード

LS-3075

BF-0606

LS-3081

LS-0118

LS-0206

LS-7105

T1（ $˃）

320

350

320

320

320

320

T2（ $˃）

3�0

450

3�0

3�0

400

390

ガラスίード

LS-3075

BF-0606

LS-3081

LS-0118

LS-0206

LS-7105

T（ $˃）

450

4�5

410

430

450

450

t（分）

10

10

10

10

15

20
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